
Ｑ：習志野市後期基本計画におけるSDGｓの位置づ
けついて伺う。

Ａ：計画で定める全ての施策をSDGｓの目標ごとに
区分し、施策の推進に合わせ、SDGｓの推進に努め
ている。
また、内閣府が設置した「地方創生SDGｓ官民連携
プラットフォーム」会員登録しており、職員を対象とし
た研修会を開催し、今後は市民や事業者に向けた
セミナー等の開催も検討していく。

今こそ
若い力で
新しい習志野。
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SDGｓ金融とは？

国は金融機関によるSDGｓを考
慮した金融支援としてSDGｓによ
る地方創生に取り組む企業や事
業の拡大への資金の還流と再投
資、自律的好循環を推奨し、地
域企業は事業活動を通して、地
域課題の解決を図りながら新た
なキャッシュフローを生み出し、
得られた収益を地域に再投資し
て自律的好循環を実現するとい
うもの。

SDGｓとは？

持続可能な開発目標（SDGs：
Sustainable Development Goals）と
は，2015年9月の国連サミットで加
盟国の全会一致で採択された2030
年までに持続可能でよりよい世界
を目指す国際目標です。17のゴー
ル・169のターゲットから構成され，
地球上のことを誓っています。

企業がSDGsに取り組む意義について

Ｑ：企業がSDGｓに取り組む意義ついて
伺う。

Ａ：SDGｓをビジネスモデルに組み込み、
社会との共通価値を創造することで、持
続的な企業成長を実現すること、官民
が連携し、SDGｓ達成に貢献することが
企業において求められているものと捉え
ている。
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SDGｓ未来都市とは？

歯及び口腔ケアついて 未受診者勧奨の効果

令和２年度に新たに７０歳を対象に
未受診者勧奨を導入した結果、７０
歳の受診率は、令和元年度の４.３
％に対して令和２年度は８.４％と、
倍近い数字が出ている。
未だ行っていない８０歳にも勧奨を
することで、更なる効果が見込める
ものである。

Ｑ：お口の安心健康チェックを実施することの効果につ
いて伺う。

A:お口の安心健康チェック事業は、６５歳、７０歳、８０歳
の高齢者を対象に歯や入れ歯、航空機能の状態を確認
し、航空機能の保持増進に必要な知識の普及を目指す
ことを目的としている。
要望：口腔の状態は、加齢や生活習慣等によって変化
するため、年代に応じた予防が必要である。
６５歳、７０歳には未受診者勧奨を行っていただけるよう
になったが８０歳には未だ行っていない。
８０歳にも勧奨を実施するように要望する。

要望：SDGｓの推進は、後期基本計画の
核となる取り組みである。
SDGｓの推進の度合いによって、習志野
市が持続可能な都市として存続出来るか
決まっていくと言っても過言ではない。
目標のためには行政のみならず市民、事
業者との連携は必須であることから、習
志野市でもSDGｓ未来都市認定の取得を
目標に定めて取り組みを進めていただく
ように強く要望をする。

SDGs未来都市とは、「SDGs
達成のため積極的に取り組
む都市」として内閣府地方創
生推進室に選定された都市
のことだ。世界中でSDGsへ
の関心が高まるなか、日本で
注目される取り組みのひとつ
であり、2018年度から募集が
スタート。
千葉県内では、市原市が唯
一選出されている。


